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第一抗体 株式会社ニチレ-rJ（ヤオサイエンス
怖7クチ〉（早滑筋）t)り且ーナ）V柑体(tJ..トステイナー囲）
（動物種 ：マウス）
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■本品は、自動染色装置ヒストステイナー用の試薬 第一抗体である。
■特異性および抗原分布： ヒト平滑筋アクチンの a—アイソフォームと反応する。骨格筋、 心筋のアクチン、他の
間葉、上皮細胞とは交差反応しない。サイトスケルトンの他の成分とも反応しない。

■クローン名 ：1A4
■抗体のサプクラス： IgG2a、氏
■免疫原 ：ヒト平滑筋アクチンaーアイソフォームのN末10アミノ酸配列。
■製法 ：ハイプリドーマの培授上清より得ている。

1．内容

第一抗体 ・・ ・抗アクチン（平滑筋）モノクローナル抗体（動物種 ：マウス）。

液状。

ウシ血清アルプミン(BSA)と0.1％アジ化ナ トリウムを含むリン酸緩衝生理食塩水(PBS)にて、即時使用可能な

抗体浪度に希釈済み。

1バイアル中に12mLを含む。
2．使用目的

組織 ・細胞中のヒトアクチン（平滑筋）の染色。細胞中のアクチン（平滑筋）の分布、収縮系における構造や機能の

研究に有用である。

3．使用方法

1)他の試薬とともに試薬ラック（ヒス トステイナー用）にセットし、染色を開始する。

2) 染色終了後、すみやかに2-8℃に保存する。

4．染色方法の設定

反応時間を30分間とする。

5.貯法

2-8℃保存。

6．使用上又は取扱上の注意

ヒト由来の検体は、 取扱者に感染をひき起こす危険性がある。従って、適切な取扱および廃棄法を用いるとと

もに、この免疫組織（細胞）化学染色法を施行するに際し、関連技術および操作法に充分習熟しておかなければな

らない。

試薬バーコードラベルを使用する場合は、自動染色装置ヒストステイナーのプログラムにバーコードラベル情
報を入力する必要がある。本製品が未登録の場合は、 下記データを入力（漢字のみ全角、他半角入力）し、登録す

三‘̀：ごは誓情報
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■研究用としてのみ使用すること。 

 




